
第２章 ～ 実践編

指導の実践例を掲載しました。

文部科学省は、平成２８年４月に「がん教育推進のための教

材（資料編Ｐ４４～Ｐ６２参照）」及び「外部講師を用いたがん

教育ガイドライン（資料編Ｐ６３～Ｐ８２参照）」を作成し、配

布しました。

これらを活用しながら、県内の先生方に授業研究を重ねてい

ただき、校種毎に指導実践例を作成しました。



Ⅰ 小学校編



１ 題材名 「健康な生活を送るために」 （小学校 高学年・学級活動）

２ 題材について

⑴ 題材設定の理由

○ 本題材は、学習指導要領（２）「日常の生活や学習への適応及び健康安全」－カ「心身とも

に健康で安全な生活態度の形成」を主なねらいとし、保健指導と安全指導の内容で構成されて

いる。保健指導として、心身の発育・発達、心身の健康を高める生活、健康と環境とのかかわ

り、病気の予防、心の健康など、児童が自分の健康状態について関心をもち、身近な日常生活

における健康の問題を自ら見つけ、判断し、処理できる能力や態度の育成などの内容が考えら

れる。

ここでは、病気の予防について、絨毛がん（子宮がんの一つ）を克服した方の手記を活用
じゆうもう

し、健康な生活の実践化を図る学習を設定する。

⑵ 学校におけるがん教育の在り方について（報告）の内容との関連

※ 「がん教育」の在り方に関する検討会：文部科学省より（Ｐ３４参照）

エ がんの予防

がんにかかる危険性を減らすための工夫として、たばこを吸わない、他人のたばこの煙

をできるだけ避ける、バランスのとれた食事をする、適度な運動をする、定期的に健康診

断を受けることなどがある。

３ 指導のねらい

・ 健康な生活を心がけることの大切さに気付き、その実践に向けた意欲を高めることができるよ

うにする。

・ 病気と向き合う強い心をもつことの大切さと病気にならないための生活習慣や生活態度につい

て考え、正しく判断することができるようにする。

４ 展開

時間 学習活動 指導上の留意点（◆評価）

１ 保健の学習を振り返る。 ○ 身近な人をがんで失っていたり、現在闘病

中の家族がいたりする児童に対して配慮す

る。（辛くなったら退出してよいこと等を伝

える。）

導 ○ 保健の学習で学んだ内容を想起させ、健康

入 を害する要因について振り返らせるようにす

る。

８ ２ 本時の目標を確認する。 ○ がんのイメージを自由に出させることで、

分 病気の治療について関心を高めさせ、本時学

習への方向付けを図る。

目標：心身ともに健康な生活を送るために自分ができることを考えましょう。

３ 読み物資料から、がんについて考え ○ 実体験に基づく資料をもとに、がんを含め

展 る。 た病気との向き合い方で大切なことを考えさ

開 せる。

○ がんは、誰でもなる可能性がある病気であ

30 ること、日本人の死亡原因第１位であること

分 を理解させる。その際、がんは必ず死亡する

というような誤解がないようにする。



発問： 読み物資料の中で明美さんに質問してみたいところはどこですか。

（GT参加の場合）

発問： 読み物資料の中で明美さんの気持ちについて話し合いたいところはどこです

か。 （担任のみの指導の場合）

※ GT参加の場合

４ GTに質問をする。 ○ 読み物資料について、聞きたいところを選

び質問させ、「がんと向き合う」ことについ

て深く考えさせるようにする。

○ 特に、読み物資料の中の、検査や予防に関

する部分の明美さんの気持ちに着目させ、そ

の重要性を実感できるようにする。

展 ◆ 読み物資料からがんに対する興味・関心を

開 もち質問している。（発言内容）【関心・意

欲・態度】

30 ※ 担任による指導の場合 ○ 個人の考えをもたせた後、グループでの話

分 ４ 明美さんの気持ちについて話し合う。 合い活動、全体での話合い活動を取り入れ、

明美さんの気持ちを考えさせる。

○ 話合いの内容と読み物資料を活用してまと

めさせることで本時の学習内容をより具体的

に理解できるようにする。

◆ 個人の考えをもち、話合いに積極的に参加

している。（観察）【思考・判断】

５ がんを予防するための方法について ○ がんの予防のためにこれから実践していき

まとめて実践カードに記入する。 たいことを実践カードに記入させることで、

考えを整理させ、実践意欲の向上を図る。

○ 「食事」「運動」等のキーワードを掲示し、

様々な場面でのがんの予防に関する実践イメ

ージを高めることができるようにする。

○ 他者の実践カードの内容を知ることで、他

者の考えに共感し、必要に応じて取り入れる

ことができるようにする。

６ 本時の学習を振り返る。 ※ GT参加の場合

〇 ＧＴから、本時の感想や健康保持に対する

ま 励ましの言葉をもらい、今後の実践意欲を高

と めることができるようにする。

め ※ 担任による指導の場合

○ 本時の学習の感想等を発表させ、心身とも

７ に健康な生活が実践できる気持ちになって学

分 習を終えることができるようにする。

〇 今後の実践の定期的な振り返りについて予

告することで、今後の見通しと実践意欲をも

たせるようにする。

◆ 評価の（ ）は評価方法、【 】は評価の観点



小学生向け読み物資料

「明美さん、 驚 かないでくださいね、実は大変な病気があるのです。」
おどろ

「先生、どんな病気でも私は大丈夫ですから話してください。」

でも先生はためらっている様子でした。

「実はがんなのです。」

なぜ？私はそれまで大きな病気一つしたことがなく、家族や親せきにもがんにかかっ

た人は一人もいなかったというのに…。異常に気付いたのは、アフリカで初めての子供

を死産した直後でした。出血が止まらず、原因不明の腹痛に絶えず苦しめられました。
た

今にして思うとあの刺すような腹痛の原因はがんだったのです。

私のかかったがんは、非常に死亡率が高いとされるがんだったのです。

「もう治療のしようがありません。」

すでに肺にまでがんは転移していたのです。「あと６か月の命」と言われました。

その時、（もっと早く病院に行って検査をしておけばよかった。）（がんにならないよ

うにきちんと予防しておけばよかった。）ととても後悔しました。

入院して三日目の朝、目が覚めても痛くて目を開けられない。全身がだるく、意識が

もうろうとして一人では歩けない。食べても吐いてしまう。そのうち顔は黒ずみ、爪か

ら赤みが消え、数日後には、今度は髪の毛が抜け始めました。抗がん剤の副作用でした。
かみ ふくさよう

両親に会いたい、死ぬなら日本で、という思いで日本に帰る決心をしました。久しぶ

りの日本に熱い思いがこみ上げてきました。

「正直に言いますと末期がんですが、どんながんでも本人が気力をもって闘えば勝て

る。がんは治ることもある病気なのです。」

担当医の先生の一言が私にがんと闘う勇気をくれました。

でも、本当に治るのか、私の闘 病 生活が始まりました。３か月後、「子宮からの出
とうびよう

血が止まらない時には子宮を切ります。」と言われました。もう子供は産めないのか、

あきらめかけました。でも、治療を受けて１週間後、状態は良くなっていました。

５か月半後に退院しました。その間に両親は覚悟して、私の墓まで用意していまし
かくご はか

た。「勝った」という気持ちでいっぱいでした。でも、再発したらと不安の毎日でした。

しかし、翌年にまわりを 驚 かすことが起こりました。あきらめかけていた子供を授
おどろ さず

かることができたのです。一時はがん細胞におかされた子宮に新しい命が宿っていまし
やど

た。そして、なんと私は女の子の双子を出産しました。がん宣告から７７７日目でした。

今ではこの子たちの笑顔が再発と闘う勇気を私にあたえてくれています。


